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　耳納連山と筑後川の北側に位置し、施設の周りには春は菜の花、秋はｺｽﾓｽ等が咲く田園の中にあり、そんな自然
の中に囲まれていながらも、施設から目と鼻の先には、西鉄電車の大城駅があり交通機関にも恵まれています。そ
んな中でご利用者一人ひとりが安心して、その人らしく暮らして頂ける様支援し、笑顔と笑い声が溢れる様な生活を
送って頂ける様努めています。又施設内の広い空間や周りの自然の中で、ご利用者の現有能力を活かしながら、ご
本人のペースで生活できる様、生活歴等も把握に努めています。又ご家族にも安心して頂ける様に、ご本人の状況
や状態を細目にお伝え致しています。看取りについては、行った経験を活かし体制を整えていますので、ご本人、ご
家族の要望により終末ケアを行う事が出来ます。地域との交流にも力を入れ、ご利用者が安心して暮らして行ける様
日々努めています。

事業所は西鉄甘木線の大城駅そばに立地し、敷地内にデイサービスが併設、景観の調和がとれた純和風の外観で
ある。同敷地内の畑で育てた野菜等は利用者も楽しみに食事に利用されている。理念に「地域の中でその人らしく笑
顔と笑い声のあふれる暖かい暮らし」を掲げ、管理者と職員は、利用者の立場に立った介護サービスの提供に努め
ている。運営推進会議を活かし、課題である地域との関係の強化や相互に協力体制の実現を目指している。また、
利用者の心身の重度化が進む中で、利用者が最期まで自分らしく暮らし続けられるよう終末ケアの支援にも力を入
れている。職員が一丸となって認知症ケアに取り組んでいる中、利用者間また利用者と職員とが笑顔で会話し、時に
はくつろいでいる場面が見られた。この利用者本位の思いを大切に今後も事業所運営が期待できる事業所である。



２ヶ月ごとに開催しており、利用者の状況、ヒヤリハット、

運営等の報告をしている。地域で催される行事の情報
等を頂いている。地域との日常的な交流が課題となる

中、災害時の訓練の参加など協力頂けるようになってき
た。アドバイス等を通じて更なる向上に努めていく意向

である。







家族の訪問時や月１回開かれる利用者の為の常会等
で、事前に利用者・家族の意向等を確認している。ま

た、通院時にかかりつけ医から意見を聞き、ユニット会
議やケア会議で全職員で意見を出し合い介護計画を作

成している。半年毎にモニタリングを行い、状況変化時

は随時見直しを行う等、現状に即した介護計画を作成し
ている。



利用者・家族の希望に沿い従来からのかかりつけ医や
協力医の受診が出来ている。基本的には家族が受診に

同行し、出来ない場合は他科受診も含め看護師や職員

が受診の同行支援をしている。受診時には、日頃の様
子が分かる受診ノートを持参している。かかりつけ医に

よる往診もあり、適切な医療が受けられるように支援し
ている。



避難訓練は、昼夜を想定し年２回実施され、１回は消防

署と合同で避難訓練が行われている。火災通報装置や
各部屋にスプリンクラーが設置されている。２週間分の

備蓄があり、火災や地震等のマニュアルも作成されて
いる。運営推進会議で協力を呼び掛け２名の参加が

あった。今後、自治会にお願いし、回覧板で更に協力を

呼び掛ける予定である。





利用者手作りの作品や行事時の写真などを壁に貼り、
また季節の花を飾ることで四季を感じることができてい

る。台所からは食材を切る音や匂い、部屋には適度な
明るさがあり、清潔感がある。その中で利用者はゆった

りと過ごしており、心地よい空間となっている。


